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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和
８
年
の
新
春
を
迎

え
、
心
新
た
に
輝
か
し
い
新
年
の
門
出
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。「
世
界
遺
産
セ

ン
タ
ー
」
お
よ
び
「
道
の
駅
と
く
の
し
ま
」
の
開
業
か

ら
１
年
が
経
過
し
、
多
く
の
方
々
に
親
し
ま
れ
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
井
之
川
沖
で
は
、
豊
か
な
海
の
再
生

と
環
境
教
育
の
推
進
を
目
的
に
海
中
ア
ー
ト
（
人
工
漁

礁
）
を
沈
設
い
た
し
ま
し
た
。
自
然
と
芸
術
が
調
和
し

た
こ
の
取
組
を
通
し
て
海
の
恵
み
や
環
境
へ
の
関
心
を

高
め
、
次
世
代
へ
の
豊
か
な
自
然
を
引
き
継
い
で
い
け

る
よ
う
に
努
め
ま
す
。
今
後
は
交
流
人
口
の
拡
大
と
Ｕ
・

Ｉ
タ
ー
ン
を
推
進
し
、
環
境
保
全
・
再
生
の
大
切
さ
を

後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
我
々
の
責
務
だ
と
も
感
じ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
古
く
か
ら
互
い
を
思
い
や
り
、
支
え

合
う
「
結
い
の
精
神
」
を
大
切
に
し
、
多
様
な
人
材
が

共
に
輝
く
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
徳
之
島
町
」
の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
、
学
び
、
働

く
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
、「
住
み
た
い

島
、
帰
り
た
い
町
づ
く
り
」
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
夢
と
希
望
に
満
ち

た
輝
か
し
い
年
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
ご
家
族
一
同

健
や
か
で
、
つ
つ
が
な
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

徳
之
島
町
長
　
高
岡
秀
規

謹賀新年
Happy  New  Year  2026

「
第
４
回
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス

イ
ミ
ン
グ
（
О
Ｗ
Ｓ
）
徳
之
島
大
会
」

が
11
月
８
日
・
９
日
の
２
日
間
、
山
漁

港
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
選
手
権

ト
ラ
イ
ア
ル
も
兼
ね
実
施
さ
れ
た
今
大

会
。
初
日
は
10
㌔
、
２
日
目
に
は
５
㌔
・

３
㌔
・
１
㌔
の
競
技
が
行
わ
れ
、
延
べ

約
百
人
の
選
手
が
出
場
。
照
り
つ
け
る

日
差
し
か
ら
一
転
、
大
雨
に
変
わ
る
な

ど
刻
々
と
変
化
す
る
天
候
下
で
の
白
熱

の
レ
ー
ス
や
、
完
泳
を
会
場
全
体
で
見

届
け
る
心
温
ま
る
シ
ー
ン
が
み
ら
れ
ま

し
た
。
最
終
日
の
競
技
後
は
、
町
女
性

連
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
島
民
の

お
も
て
な
し
や
、
地
元
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
の
禎
一
馬
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
な
ど
が
あ

り
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

第
４
回
О
Ｗ
Ｓ
徳
之
島
大
会
、
感
動
の
レ
ー
ス
に
声
援
響
く

完泳した選手をあたたかく出迎え

会場一体で盛り上がった禎一馬さんのライブ

日本選手権トライアルとしても行われた 10km・５km 競技
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「
徳
之
島
町
戦
没
者
慰
霊
祭
」
が
11

月
14
日
に
亀
津
高
千
穂
神
社
で
執
り

行
わ
れ
、
遺
族
や
町
関
係
者
ら
19
名

が
参
列
し
ま
し
た
。
森
義
明
さ
ん
は

遺
族
を
代
表
し
て
「
先
の
大
戦
か
ら

早
80
年
、
現
在
の
平
和
と
繁
栄
は
先

人
た
ち
の
尊
い
犠
牲
の
上
に
築
か
れ

た
も
の
。
平
和
を
守
っ
て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
を
次
世
代
へ
語
り
継
い
で

い
く
こ
と
が
私
た
ち
遺
族
の
使
命
」

と
誓
い
を
新
た
に
し
、
参
列
者
は
玉

串
を
捧
げ
、
亀
津
護
国
神
社
に
祀
ら

れ
て
い
る
日
清
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦

争
で
犠
牲
と
な
っ
た
戦
没
者
５
９
８

柱
の
御
霊
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

町
戦
没
者
慰
霊
祭
、
５
９
８
柱
の
御
霊
の
冥
福
を
祈
る

遺族や関係者が玉串を奉納し戦没者を追悼

区間新の鶴野選手・勇元選手と２連覇達成の亀徳チーム 第１区のスタートを切る小学生女子選手達

町
地
区
対
抗
駅
伝
で
亀
徳
チ
ー
ム
が
２
連
覇
、
区
間
新
も

第
13
回
徳
之
島
町
地
区
対
抗
駅
伝
競

走
大
会
が
、
11
月
16
日
、
花
徳
支
所
前

か
ら
亀
津
児
童
公
園
ま
で
の
コ
ー
ス
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
、
前
回
優

勝
の
亀
徳
チ
ー
ム
が
４
つ
の
区
間
賞
を

受
賞
す
る
素
晴
ら
し
い
走
り
を
見
せ
、

２
連
覇
を
達
成
。
ま
た
、
一
般
男
子
の

４
区
と
一
般
女
子
の
５
区
で
は
待
望
の

区
間
新
記
録
が
誕
生
し
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

【
チ
ー
ム
順
位
】

　

１
位
：
亀
徳　

２
位
：
南
区

　

３
位
：
中
区　

４
位
：
北
区

　

５
位
：
東
区　

６
位
：
花
徳

　

７
位
：
神
嶺

【
区
間
賞
】

　
〈
１
区
：
小
学
女
子
〉

　
　
　

池
田 
彩
羽
（
亀
徳
）

　
〈
２
区
：
中
学
女
子
〉

　
　
　

中
野 

芽
唯
那
（
北
区
）

　
〈
３
区
：
高
校
男
子
〉

　
　
　

櫻
木 

楓
士
（
亀
徳
）

　
〈
４
区
：
一
般
男
子
〉

区
間
新 

鶴
野 

大
地
（
中
区
）

　
〈
５
区
：
一
般
女
子
〉

区
間
新 

勇
元 

恵
利
香
（
亀
徳
）

　
〈
６
区
：
中
学
男
子
〉

　
　
　

直
島 

祐
一
郎
（
中
区
）

　
〈
７
区
：
高
校
女
子
〉

　
　
　

名
城 

空
希
（
亀
徳
）

　
〈
８
区
：
小
学
男
子
〉

　
　
　

常
山 

煌
雅
（
南
区
）

「
第
39
回
徳
之
島
町
福
祉
ス
ポ
ー
ツ

大
会
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
）」

が
11
月
21
日
、
町
体
育
セ
ン
タ
ー
で

あ
り
ま
し
た
。
障
が
い
者
や
福
祉
関

係
者
等
が
親
睦
を
深
め
、
住
み
よ
い

町
づ
く
り
を
進
め
る
同
大
会
は
、
今

回
か
ら
午
前
の
開
催
に
。
町
母
子
寡

婦
福
祉
会
等
の
16
の
団
体
が
参
加
し
、

パ
ン
食
い
競
争
や
玉
入
れ
、
車
い
す

リ
レ
ー
な
ど
計
10
種
目
の
競
技
を
通

じ
、
参
加
者
は
た
く
さ
ん
の
笑
顔
に

溢
れ
る
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。
同
大
会
は
、
赤
い
羽
根
共

同
募
金
の
分
配
金
で
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
で
福
祉
関
係
者
や
障
が
い
者
が
親
睦
深
め
る

今回から午前開催となった福祉スポーツ大会
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食と農林漁業の祭典

「
昭
和
１
０
０
年
記
念

徳
之
島
町
食
と
農
林
漁
業

の
祭
典
」
が
11
月
22
日
、

亀
津
新
漁
港
で
あ
り
ま
し

た
。
会
場
で
は
恒
例
の
マ

グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
や
漁
船

ク
ル
ー
ズ
体
験
、
お
楽
し

み
抽
選
会
な
ど
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
催
し
を
実

施
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
地

元
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
安
田

竜
馬
さ
ん
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

を
は
じ
め
、
地
元
出
演
団

体
が
歌
や
ダ
ン
ス
な
ど
を

披
露
。
冒
頭
の
式
典
で
は
、

農
業
関
連
の
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

徳
之
島
の
夢
あ
る
農
業

　
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

【
本
部
長
賞
】

　

角
川 

悠
晴　
（
山
小
）

【
徳
之
島
町
長
賞
】

　

中
尾 

倖
介
（
亀
津
小
）

【
教
育
長
賞
】

　

池
田 

璃
玖
（
神
之
嶺
小
）

【
農
業
協
同
組
合
賞
】

　

豊
田 

楓
佳
（
花
徳
小
）

【
南
西
糖
業
㈱
賞
】

　

榮
田 

紗
楽
（
亀
津
小
）

【
共
済
組
合
賞
】

　

福
山 

稜
海
（
花
徳
小
）

【
奨
励
賞
】

　

保 

日
桜
莉
（
亀
徳
小
）

　

要 

柚
輝
（
亀
徳
小
）

　

首
藤 

陽
向
（
神
之
嶺
小
）

　

泰
山 

萌
衣
（
母
間
小
）

　

里
見 

優
莉
（
亀
徳
小
）

【
学
校
賞
】
亀
徳
小
学
校

奄
美
群
島
た
ん
か
ん
品
評
会

【
金
賞
（
２
Ｌ
階
級
の
部
）】

　
松
本 

幸
德

徳
之
島
地
域
優
良
土
砂
流
出

防
止
実
施
耕
作
者

　
嶺
山 

明
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令
和
７
年
度
徳
之
島
地
区
ゆ
め
・
と

き
め
き
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
11

月
29
日
、
町
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
徳
之
島
３
町
の
高
齢
者
ク

ラ
ブ
が
開
催
す
る
本
大
会
は
３
町
の
輪

番
制
で
、
今
年
は
徳
之
島
町
が
担
当
し

開
催
。
徳
之
島
町
、
天
城
町
、
伊
仙
町

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
２
チ
ー
ム
ず
つ
、
合
計

約
３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
頭
の
上
に
の
せ
て
運
ぶ

リ
レ
ー
「
島
の
娘
」
や
、
会
場
全
体
で

踊
る
マ
ス
ゲ
ー
ム
な
ど
、
10
の
種
目
を

通
じ
、
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。
来
年
度
の
大
会
は
伊
仙
町
で
の
開

催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

徳
之
島
地
区
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
３
町
会
員
が
交
流

３町から約 300 人の高齢者クラブ会員が参加受賞作品のページを開き、笑顔の受賞者の皆さん

２
０
２
５
徳
之
島
景
観
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
の
授
賞
式
が
12
月
２
日
、
町
役

場
で
あ
り
、
高
岡
町
長
か
ら
受
賞
者
へ

賞
状
と
賞
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
同

コ
ン
テ
ス
ト
は
２
０
１
７
年
か
ら
開
催

さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
中
止
を
除
き
今

回
で
８
回
目
。
文
化
部
門
、
自
然
部
門

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
、
最
優
秀
賞
１
点
、
優

秀
賞
１
点
、
入
賞
３
点
と
、
18
歳
以
下

の
ヤ
ン
グ
賞
が
１
点
、
60
歳
以
上
の
シ

ル
バ
ー
賞
１
点
の
合
わ
せ
て
12
作
品

が
、
毎
年
カ
レ
ン
ダ
ー
と
な
っ
て
無

料
で
配
布
さ
れ
て
お
り
、
受
賞
者
は

２
０
２
６
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
手
に
喜

び
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

景
観
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
授
賞
式
、
２
０
２
６
カ
レ
ン
ダ
ー
完
成

徳
之
島
高
等
学
校
が
、
鹿
児
島
県
高

等
学
校
野
球
連
盟
か
ら
「
21
世
紀
枠
」

推
薦
校
に
選
ば
れ
、
12
月
１
日
に
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
21
世
紀
枠
は
、

勝
敗
や
技
術
だ
け
で
な
く
、
日
々
の
努

力
や
取
り
組
み
姿
勢
な
ど
、
高
校
野
球

の
模
範
と
な
る
学
校
を
選
ぶ
特
別
な
出

場
枠
で
す
。
同
校
野
球
部
は
秋
季
県
大

会
で
ベ
ス
ト
４
進
出
を
果
た
し
、
さ
ら

に
部
員
自
ら
ア
ル
バ
イ
ト
に
励
ん
で
遠

征
費
な
ど
の
負
担
を
支
え
な
が
ら
野
球

に
打
ち
込
む
姿
勢
な
ど
が
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。
惜
し
く
も
九
州
地
区
推
薦

は
逃
し
ま
し
た
が
、
同
校
野
球
部
の
今

後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

徳
之
島
高
校
野
球
部
が
県
21
世
紀
枠
推
薦
校
選
出
で
表
彰

表彰状を手にする徳高野球部の嶋田雄心主将町役場での表彰伝達式に出席された皆さん

日
本
赤
十
字
へ
多
額
の
寄
付
を
行
っ

た
町
内
の
法
人
４
社
と
個
人
１
名
が
表

彰
さ
れ
、
町
役
場
で
表
彰
伝
達
式
が
あ

り
ま
し
た
。
日
本
赤
十
字
の
活
動
資
金

は
、
災
害
に
お
け
る
医
療
救
護
活
動
や

救
援
物
資
の
配
分
な
ど
の
人
道
的
活
動

の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
受
賞
さ

れ
た
個
人
・
法
人
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
銀
色
有
功
章
〉

　

・
大
村 

昭
一
郎 

　

・（
公
財
）
慈
愛
会 

徳
之
島
病
院

　

・（
有
）
亀
津
カ
ー
シ
テ
ィ
ー

　

・（
有
）
三
宝
モ
ー
タ
ー
ス

〈
支
部
長
感
謝
状
〉

　

・（
福
）
宏
徳
福
祉
会
亀
津
保
育
園

日
本
赤
十
字
表
彰
で
町
内
法
人
・
個
人
へ
銀
色
有
功
章
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徳
之
島
町
で
は
、
２
０
２
５
年
10
月
14

日
、
本
町
井
之
川
の
沖
合
水
深
５
㍍
の
海

底
に
、水
中
彫
刻
『O

CEAN
 GAIA

（
オ
ー

シ
ャ
ン
ガ
イ
ア
）』
を
沈
設
い
た
し
ま
し

た
。
本
事
業
は
、
海
と
共
に
生
き
る
徳
之

島
の
未
来
を
次
世
代
へ
受
け
継
ぎ
、
海
洋

環
境
の
保
全
・
育
成
、
環
境
教
育
の
促
進

を
目
的
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
全
国

の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ふ
る
さ
と
納
税

を
活
用
し
て
い
ま
す
。

作
品
は
、世
界
的
な
水
中
彫
刻
家
、ジ
ェ

イ
ソ
ン
・
デ
ケ
ア
レ
ス
・
テ
イ
ラ
ー
氏
に

よ
る
、
日
本
初
の
本
格
的
な
水
中
彫
刻
で

あ
り
、
２
０
２
３
年
に
ジ
ェ
イ
ソ
ン
氏
が

徳
之
島
に
訪
れ
た
後
に
着
想
を
得
た
『
命

を
育
む
母
な
る
海
』
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
フ
ェ
イ
ス
モ
デ
ル
に
は

俳
優
・
モ
デ
ル
の
水
原
希
子
さ
ん
が
起
用

さ
れ
、
穏
や
か
な
表
情
を
た
た
え
て
い
ま

す
。
作
品
は
高
さ
２
メ
ー
ト
ル
、
幅
５
・

５
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
45
ト
ン
。
藻
や
サ
ン

ゴ
が
着
生
し
や
す
く
、
魚
が
集
ま
る
漁
礁

と
し
て
の
機
能
が
あ
り
、
徐
々
に
自
然
と

一
体
化
し
て
い
く
姿
も
含
め
た
ア
ー
ト
作

品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
２
０
２
６
年
度
初
め
を
目
途

に
、
鑑
賞
の
た
め
に
海
に
入
る
際
の
注
意

を
記
載
し
た
看
板
の
設
置
や
、
ス
ク
ー
バ

ダ
イ
ビ
ン
グ
・
ス
キ
ン
ダ
イ
ビ
ン
グ
等
で

利
用
す
る
場
合
の
ル
ー
ル
作
り
、
環
境
保

全
の
た
め
の
協
力

金
の
運
用
検
討
が

進
め
ら
れ
ま
す
。

井之川の沖合に沈められる水中彫刻

沈設の前日に山漁港で行われた水中彫刻オープニングセレモニー。作品の土台には、参加した子どもたちがメッセージをペイント。

作品組み立て作業中のジェイソン氏 彫刻側面には生き物たちの棲
す

み処
か

となる穴が

【※皆様へのお願い】 鑑賞の際は安全を最優先とし、天候や海況が悪い際は、危険ですので海に入らないようお願いいたします。

〔お問い合わせ〕企画課 企画開発係 ☎ 0997-82-1112

徳之島町公式
Youtube で

作品を Check!

【アート×環境保全×環境教育】水中彫刻プロジェクト
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「親子料理教室」「親子料理教室」

  参加者募集！参加者募集！

日時

場所

対象

内容

費用

申込

令和８年２月 21 日（土）　午前９時 30 分～午後１時　

徳之島町生涯学習センター２Ｆ調理室

調理動作ができるお子様、保護者

島の食材を使ったお料理

１人 500 円（料理教室当日に集めます。）

令和８年１月 19 日（月）より電話受付を開始します。先着順となりますので、

お早めに農林水産課（電話：0997-82-1150）へお申込みください。

※当日は、エプロン・三角巾・マスク・参加費・ハンドタオル・水分補給のための水筒等をご持参ください。

「親子料理教室」の参加者を募集します。令和８年１月 19

日（月）から、先着 16 名で受付を開始します。参加ご希望の

方はお早めに農林水産課へお申込みください。

　家族で楽しく

地産地消クッキング♪
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2026 年 1 月号

●税務課・花徳支所での町県民税申
告の受付期間＝令和８年２月 13 日

（金）～令和８年３月 16 日（月）〔※
土曜日、日曜日、祝日除く〕８：30
～ 17：00

※町県民税の申告は、役場・花徳支
所の混雑を避けるため、なるべく各
集落の公民館での申告をお願いしま
す。

●町県民税申告が必要な人＝令和８年
１月１日現在で徳之島町に住民登録
があり、年末調整や確定申告をして
いない方は、前年中の収入の有無に
かかわらず申告の必要があります。

（生活保護受給者も含む）

●町県民税申告に必要なもの
・身元の確認できるもの（運転免許

証、マイナンバーカード等）
・給与・年金等の源泉徴収票（原本）
・事業所得者（農業・営業等）およ

び不動産所得者は、収支内訳書（帳
簿・領収書等、販売実績証明書等）

・各種保険料の支払証明書（生命保
険・個人年金・地震保険・国民年
金等）

・障害者手帳等

●混雑防止のため下記の事項をお守り
ください
・農業、営業、不動産所得者は事前

に収入と必要経費を科目ごとに集
計をお願いします。

・収支内訳書を作成できる場合は収
支内訳書をご持参ください。

個人の町民税・県民税は、前年の所得に対し、その翌年に課税されます。税額は町が計算して納
税者に通知し、適正な課税を行うために納税者ご本人によって町県民税の申告書を提出していただ
くこととなっています。 （※所得税の確定申告をした方は、改めて町県民税の申告は必要ありません。）

集落名 日にち 時　間 会　場

尾母 ２月２日（月） 9:00 ～ 10:00 尾母公民館

大原 1 ２月２日（月） 10:30 ～ 11:00 大原 1 団地集会場

中区 ２月２日（月） 13:30 ～ 14:30 中区生活館

東区 ２月２日（月） 15:00 ～ 15:30 東区公民館

徳和瀬 ２月３日（火） 9:00 ～ 10:00 老人憩いの家

諸田 ２月３日（火） 10:30 ～ 11:30 諸田公民館

井之川 ２月３日（火） 14:30 ～ 15:30 井之川公民館

下久志 ２月４日（水） 9:30 ～ 10:30 下久志青年会館

旭ヶ丘 ２月４日（水） 11:00 ～ 11:30 旭ヶ丘公民館

南区 ２月４日（水） 13:30 ～ 14:30 役場 1 階多目的室

北区 ２月４日（水） 15:00 ～ 16:00 北区公民館

亀徳 ２月４日（水） 15:00 ～ 16:00 亀徳振興センター

新村 ２月５日（木） 9:00 ～　9:30 新村青年会館

上花徳 ２月５日（木） 10:00 ～ 12:00 農業研修館

花時名 ２月５日（木） 13:30 ～ 15:30 花時名公民館

前川 ２月６日（金） 9:00 ～ 10:00 花徳生活館

大当 ２月６日（金） 10:30 ～ 12:00 大当生活館

港川・内千川 ２月６日（金） 14:00 ～ 15:00 山コミュニティセンター

反川 ２月９日（月） 10:00 ～ 11:30 反川公民館

轟木 ２月９日（月） 13:00 ～ 14:00 轟木地区へき地保健福祉館

山里 ２月９日（月） 14:30 ～ 15:30 山里公民館

手々 ２月 10 日（火） 9:30 ～ 10:00 手々へき地保健福祉館

金見 ２月 10 日（火） 10:30 ～ 11:30 金見農業研修館

池間 ２月 10 日（火） 13:30 ～ 15:00 いこいの家

《各集落での町県民税申告相談会日時》

混雑を避けるため、なるべく各集落の公民館での申告をお願いします

令和８年度 町県民税申告について
税務課 住民税係　☎ 0997-82-1117問
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2026 年 1 月号

●税務課・花徳支所での確定申告の受付期間
　令和８年 2 月 16 日（月）～令和８年３月 16 日（月）〔土・日・祝日除く〕８：30 ～ 17：00
　※この期間を過ぎますと、税務課・花徳支所での確定申告の受付はできません。

●確定申告が必要な人
・事業所得 ( 営業・農業 )、不動産所得、配当所得、公的年金以外の雑所得、総合譲渡、一時所得等

の各種所得がある方で、各種所得の合計額より所得控除の方が少ない（所得税が課税される）方

・給与所得や退職所得を除く所得の合計が 20 万円を超える方

・2 か所以上で給与がある方

・公的年金等の収入が 400 万円を超える方

・公的年金等に係る雑所得以外の各種所得の合計額が 20 万円を超える方

・免税所得のある方

・ふるさと納税（ワンストップ特例以外）や医療費控除を適用される方（※領収書等を集計した
明細書をご持参ください）

（注釈）
※青色申告の方、土地・建物の譲渡所得、株式等の譲渡所得、上場株式などの配当所得、先物取引

の雑所得、山林所得がある方は、役場窓口で対応できません。また、贈与税と消費税の確定申告
についても、対応できませんのでご自身で申告いただくことになります。ご自身での申告が難し
い場合は、下記に掲載しております、確定申告相談会をご利用ください。

※申告の際に必要となる書類は事前にご準備ください。必要書類の詳細につきましては、大島税務
署（☎ 0997-52-4321）にご確認ください。

ご自身での申告が難しい場合は大島税務署の確定申告相談会をご利用ください

令和７年分確定申告について
税務課 住民税係　☎ 0997-82-1117問

【確定申告相談会（大島税務署からのお知らせ）】

○確定申告会場では、原則、ご自身のスマートフォンにより、ご自身で申告書の作成を行っ
ていただきます。

　マイナンバーカードとマイナンバーカードのパスワード２種類（署名用：英数字６～ 16
桁 利用者証明用：数字４桁）が必要となります。事前に確認をお願いします。

○確定申告は自宅から e-Tax で送信（提出）　
　できます。ぜひご利用ください。

日時：令和８年３月５日（木）午前９時～午後４時
　　　　　　　３月６日（金）午前９時～午後３時
場所：伊仙町ほーらい館

作成コーナー
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2026 年 1 月号

提出期限は令和８年２月２日（月）です

償却資産に関する申告書等について
税務課 償却資産担当　☎ 0997-82-1117問

償却資産を所有されている方は、令和８年１月１日現在の償却資産状況を、同年２月２日（月）
までに申告していただくこととなっています。税務課、花徳支所へご提出ください。

●申告が必要な方＝令和８年１月１日現在、事業を行っている法人や個人のうち、事業のために用
いる資産を徳之島町に有している方。( 償却資産の例：工場の機械類、その他建築設備、商店や事
務所の備品類、アパート ･ 貸店舗の附帯設備、駐車場等を所有している方、大型農機具、漁船等 )

※これ以外の事業資産も償却資産となります。なお、事業者は償却資産の有無にかかわらず、申告
書は必ず提出して下さい。

●申告書について＝償却資産の申告書は 12 月下旬に発送しています。お手元に申告書が届かない
場合は、お手数ですが償却資産担当まで申告書の送付をお申し付けください。

●提出期限＝令和８年２月２日（月）

【注意事項】
●資産の増減がない場合でも必ず申告書を提出していただきますようお願いします。
●廃業・解散・転出等についてもその旨を備考欄に記入して申告してください。
●正当な理由がなく申告をしなかった場合には、地方税法第 386 条及び徳之島町税条例第 75 条

の規定により過料を科せられることがあります。
●虚偽の申告をした場合は、地方税法第 385 条の規定により罰則を科せられることがあります。
●申告漏れ等の償却資産につきましては、申告していただいた現年度だけでなく、資産を取得さ

れた年度の翌年度まで遡及して課税することになります。（最大５年を限度とし随時期で納付し
ていだきます。）

●課税の公平・公正性の確保を図るため、実施調査を行っています。また、申告内容に疑義があ
る場合や未申告の場合などは、電話・文書等で調査を行うことがあります。ご理解とご協力を
よろしくお願いします。

国民年金は、年をとったとき、病気や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなったと
きに、働いている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。20歳以上 60歳未満
の人は加入することが義務付けられており、20歳になると日本年金機構から国民年金加入のお知
らせが届きます（すでにお勤め先で厚生年金等に加入している人やその加入者に扶養されている
配偶者を除く）。なお、20歳到達時の資格取得手続きは不要です。
●保険料の納付について＝令和７年度の保険料は 17,510 円です。口座振替やクレジットカード
での納付も可能で、前納割引制度もあります。

●保険料の納付が難しいときは＝保険料の免除・納付猶予制度や学生納付特例制度があります。
申請方法など詳しくは、日本年金機構や町のウェブサイトをご覧いただくか、お問い合わせく
ださい。

日本年金機構から加入のお知らせが届きます

20 歳になられた方の国民年金加入について
住民生活課国民年金係 ☎ 0997-82-1114　花徳支所☎ 0997-84-0048　奄美大島年金事務所☎ 0997-52-4341問
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2026 年 1 月号

農業者の方のための公的な年金「農業者年金」に加入し、安心で豊かな老後を目指しませんか？

◆ 農業者なら誰でも入れる「終身年金」です。

◆ 一定の要件を満たす方は、月額最大１万円の保険料補助があります。

◆ 35 歳未満の方なら、月額の保険料を１万円から設定可能です。

◆ 保険料は全額社会保険料控除の対象で、節税効果が期待できます。

詳しくは、農業委員会またはＪＡあまみ徳之島事業本部金融課

（0997-82-1151）へお問い合わせください。

農業委員会からのお知らせ

全国農業新聞・農業者年金について

全国農業新聞は、農業者の公的代表機関である農業委員会組織「全国農業会
議所」が発行する農業の総合専門紙です。農業経営に役立つ知識・技術や農業
に関する様々な情報を、分かりやすい紙面で毎週金曜日にお届けします。「試し
に１月分だけ読みたい」という方も大歓迎です。ぜひ購読をお試しください。

●購読申込み＝農業委員会事務局へお申込みください。

●購読料＝月 700 円（税込）毎週金曜日発行（B3 版８～ 10 ページ）

農業委員会事務局　☎ 0997-82-1160問

【全国農業新聞を購読してみませんか？】

【知って得する！「農業者年金」】

議　案　締　切 現　地　調　査 定　　例　　会

１月 １月５日（月） １月 13 日（火） １月 15 日（木）

２月 ２月５日（木） ２月 10 日（火） ２月 16 日（月）

３月 ３月５日（木） ３月 10 日（火） ３月 16 日（月）

４月 ４月６日（月） ４月 10 日（金） ４月 15 日（水）

５月 ５月７日（木） ５月 11 日（月） ５月 15 日（金）

６月 ６月５日（金） ６月 10 日（水） ６月 15 日（月）

７月 ７月６日（月） ７月 10 日（金） ７月 15 日（水）

８月 ８月５日（水） ８月 10 日（月） ８月 17 日（月）

９月 ９月７日（月） ９月 10 日（木） ９月 15 日（火）

10 月 10 月５日（月） 10 月 13 日（火） 10 月 15 日（木）

11 月 11 月５日（木） 11 月 10 日（火） 11 月 16 日（月）

12 月 12 月７日（月） 12 月 10 日（木） 12 月 18 日（金）

《令和 8 年農業委員会定例会予定》
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2026 年 1 月号

徳之島町では、看護職員等養成施設に在学する者で、将来本町において看護職員等としてその業

務に従事しようとする者に対し、修学資金を貸与します。

●対象＝保健師、助産師、看護師、理学療法士、作業療法士、社会福祉士、介護福祉士、歯科衛生士、

　　　　言語聴覚士、あん摩マッサージ師、鍼灸師、柔道整復師

●貸与金額及び期間＝月額５万円　正規の修学期間

●修学資金の返還義務
　卒業後速やかに町内の保健医療福祉施設等において看護職員等として従事しない場合、もし

くは、一定期間、町外の保健医療福祉施設で研修を行った後に、町内の保健医療福祉施設で５

年間勤務をしない場合、貸与を受けた期間に相当する期間内に償還（無利子）

●必要書類
①申請書     ②誓約書     ③看護職員等養成施設の「在学証明書」または「入学許可書」

④最終学校の卒業時における「学業成績表」

⑤親権者の「所得証明書」「納税証明書」

⑥連帯保証人の「所得証明書」「納税証明書」　「印鑑証明書」　　　　　　　　　　　　　　

●選考方法＝申請書の受付は令和８年３月 31 日必着。随時面接、書類選考のうえ５月下旬に決定。

　※申請書の配布は、令和８年１月５日から介護福祉課で行います。

●選考人数＝若干名

徳之島町が貸与します

令和８年度 徳之島町看護職員等修学資金について
介護福祉課　☎ 0997-82-1115問

徳之島町では、保育士等養成施設に在学する者で、将来本町において保育士等としてその業務に

従事しようとする者に対し修学資金を貸与します。

●対象＝保育士、幼稚園教諭　　　

●貸与金額及び期間＝月額５万円　正規の修学期間

●修学資金の返還義務
卒業後速やかに町内の児童福祉施設等において保育士等として従事しない場合、もしくは、

一定期間町外の児童福祉施設で研修を行った後に、町内の児童福祉施設で５年間勤務をしない

場合は、貸与を受けた期間に相当する期間内に償還（無利子）

●必要書類
①申請書     ②誓約書     ③保育士等養成施設の「在学証明書」または「入学許可書」

④最終学校の卒業時における「学業成績表」

⑤親権者の「所得証明書」「納税証明書」

⑥連帯保証人の「所得証明書」「納税証明書」「印鑑証明書」　　　　　　　　　　　　　

●選考方法＝申請書の受付は令和８年３月 31 日必着。随時面接、書類選考のうえ５月下旬に決定。

　※申請書の配布は、令和８年１月５日から介護福祉課で行います。

●選考人数＝若干名

将来保育士として徳之島町で働きたい方へ

令和８年度 徳之島町保育士等修学資金について
介護福祉課　☎ 0997-82-1115問

〇１月の休館日：１日（木）～５日（月）・13 日（火）・19 日（月）・26 日（月）
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2026 年 1 月号

大学で医学を専攻する方へ

徳之島町医学修学資金の貸与について
健康増進課　☎ 0997-82-1116問

休館日・町指定文化財修復等について

郷土資料館からのお知らせ
郷土資料館　☎ 0997-82-2908問

〇開館時間：午前 9 時～午後 5 時（入館は午後 4 時 30 分まで）　〇入館料：無料

～郷土資料館からのお願い～
○ご家庭にある古い記録等（日記、帳簿、手紙、写真）について、貴重な資料かどうかお調べ
になりたい方は町郷土資料館までご連絡ください。

○倉庫や押し入れを掃除した際に、銃砲刀剣（刀、槍、火縄銃、拳銃など）を発見した場合は、
徳之島警察署または鹿児島県教育庁文化財課 ( ☎ 099-286-5355) へご相談ください。

○アマミノクロウサギやオカヤドカリなどの天然記念物が棲息する場所で、道路や建築物など
を作ったり、調査研究を行う場合などは、文化財保護法および県文化財保護条例により事前
に現状変更許可申請が必要になることがあります。工事や調査の予定がある場合は、事前に
県文化財課又は町郷土資料館までご確認ください。

○埋蔵文化財と思われるものを発見した際には、現状を変更することなくご連絡ください。

徳之島町では、大学において医学を専攻し、将来町内で開業または医療
機関に勤務しようとする方に対し、修学資金を貸与します。
対象者は、本籍地が徳之島町にある等の要件があります。詳しくは健康
増進課へお問い合わせください。

当資料館で保管する町指定有形文化財『堀田家
文書』について、経年劣化や虫食い、火災によ
る損傷のため、ふるさと思いやり基金を活用し、
沖縄県にある、古文書などを専門に修復する会
社で修復を行っています。

修復後は、企画展などを通じ広く公開を予定し
ております。

【町指定有形文化財『堀田家文書』修復中】

〇１月の休館日：１日（木）～５日（月）・13 日（火）・19 日（月）・26 日（月）

【休館日等のお知らせ】
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2026 年 1 月号

令和８年１月 18 日 （日） 徳之島町生涯学習センター令和８年１月 18 日 （日） 徳之島町生涯学習センター

令和７年度 徳之島町令和７年度 徳之島町

町政を計画通り円滑に進めるためには、その財源となる町税等を期限内に自主的に納付していた
だく必要があります。貴重な財源である町税等を有効に使うため、期限内の自主納付にご協力をお
願いします。税金や料金を滞納してしまうと、町が行う各種サービス※の制限を受ける可能性があ
ります（※出産祝い金、介護保険サービスの給付制限等）。事情により納付が困難な場合は、そのま
ま放置するのではなく、早期段階で今後の納付計画について納付相談を行いますようお願いします。

【徳之島町税、分担金、使用料等の収納率向上特別対策本部】【徳之島町税、分担金、使用料等の収納率向上特別対策本部】

生涯学習推進大会 ・ 生涯学習フェア生涯学習推進大会 ・ 生涯学習フェア

【講演】14:10 ～ 15:20

『学び続けよう！『学び続けよう！
　　　世界遺産！』　　　世界遺産！』〇公民館講座受講生作品展示

〇社会教育功労者表彰
〇青少年育成町民会議絵画コンクール表彰

〇公民館講座受講生舞台発表

公民館講座発表の生涯学習フェアと生涯学習推進大会を同時開催します。入場は無料です。
多くの皆さまのご来場をお待ちしております！

演

題

環境省徳之島管理官事務所

管理官 氏大谷 慧
講
師

【展示発表】9:00 ～ 17:00

【開会行事】13:30 ～ 14:00

【アマミノクロウサギ】

（撮影 ： クリストファー

　　　 ・ リナルディ）【舞台発表】15:30 ～ 17:00
お問い合わせ：生涯学習センター☎ 0997-82-1309

【日にち】 2026 年 1 月 25 日 （日）

【時間】  昼公演 ： 13 時～ （開場 12 ： 30）

	    夕公演 ： 16 時～ （開場 15 ： 30）

【場所】 徳之島町文化会館

徳之島町徳之島町
ミュージカルミュージカル『シマヌエイリアンズ』『シマヌエイリアンズ』

入場無料です♪入場無料です♪
みなさまぜひお越しください！みなさまぜひお越しください！

「わたし、虫になってる？！」　妖怪ケンムンの力によって
姿を虫に変えられてしまった主人公の運命は？
徳之島の様々な生き物が描くファンタジーミュージカル！

【主催】徳之島町教育委員会　【お問い合わせ】徳之島町生涯学習センター ☎ 0997-82-1309【主催】徳之島町教育委員会　【お問い合わせ】徳之島町生涯学習センター ☎ 0997-82-1309

【大切なお知らせ】税金、料金の納期内納付にご協力ください。【大切なお知らせ】税金、料金の納期内納付にご協力ください。

総務課・会計課・税務課・介護福祉課・健康増進課・建設課・耕地課・農林水産課・水道課・学校教育課
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広報 徳之島 2026 年 1 月号

令和８年度 鹿児島県営住宅空き家待ち順位登録募集案内
【物件】県営徳之島団地・県営ベルメール徳之島団地
【申込書の配布・受付】令和８年２月２日（月）
　　　　　　　　　　　～２月 27 日（金）午前９時から午後５時まで ※土日祝祭日を除く

【抽選日時・会場】令和８年３月４日（水）午前 10 時～  大島支庁徳之島事務所 小会議室

大島支庁徳之島事務所総務課
☎ 0997-82-1333

生涯学習県民大学講座

令和８年２月７日（土）10:30 ～ 12:00   町生涯学習センター

徳之島町で想定される自然災害や避難方法について学び、
災害時、参加者の集落でどう対応するのかをグループワーク
によりみんなで考えます。この機会に、自然災害が自分自身
に起こりうる “ 我が事 ” として捉え、災害に備えましょう。

かごしま県民大学中央センター  
徳之島町教育委員会

鹿児島大学総合教育機構

共通教育センター　

教授

～常日頃から自然災害への備えを！～

氏岩船 昌起

【主催】

徳之島町での自然災害と自身の安全を考える徳之島町での自然災害と自身の安全を考える

【お問合せ・お申込み】社会教育課　☎ 0997-82-2904

講
師
講
師

奄美開発基金を利用しませんか？
奄美群島の産業振興を図るため、融資・保証業務により

事業者の方々への円滑な資金共有に努めています。

【お問い合わせ】（独）奄美群島振興開発基金徳之島事務所 ☎ 0997-82-0309

果樹植栽・育成、農地・樹園地取得、畜舎・堆肥舎建設、園芸栽培施設、
農産物集出荷・処理加工施設、肉用牛・豚導入、耕うん機・農業用
機械器具等購入、農産物等貯蔵保管施設、木材生産加工施設等

農・林業振興資金
（設備資金）

漁船取得、改造、装備購入、養殖施設整備、共同利用施設等

民宿、ホテル、遊漁船、ダイビング、観光ガイド、土産品製造等

一次産業従事者の運転資金、農林水産物等の流通加工業等

大島紬、黒糖焼酎等の特産品並びに地域の資源・技術等を活用し
た商品の製造・販売業

情報通信産業、企業立地、雇用の即人等地域活性化に資する事業

水産業振興資金
（設備資金）

観光関連産業振興資金
（設備・運転資金）

流通・加工業等振興資金
（設備・運転資金）

地域資源等振興資金
（設備・運転資金）

地域活性化・雇用促進資金
（設備・運転資金）

融資制度融資制度
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町内５つの小学校をつないで広域交流型オンライン学習を実施
教
育
委
員
会
だ
よ
り

社
会
教
育
課　

☎
０
９
９
７—

８
２—

２
９
０
４

学
校
教
育
課　

☎
０
９
９
７—

８
２—

１
３
０
８

問問
町の中学生 10 名が奄振交付金を活用し沖縄で視察学習

11
月
27
日
か

ら
30
日
に
か
け

て
、
本
町
の
中
学

生
10
人
が
、
奄
振

交
付
金
を
活
用
し

た
「
新
し
い
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
教

育
推
進
事
業
」
の

一
環
と
し
て
、
沖

縄
で
の
視
察
学
習

を
行
い
ま
し
た
。 

ひ
め
ゆ
り
平
和
祈

念
資
料
館
や
お
き

な
わ
ワ
ー
ル
ド
で

の
文
化
・
歴
史
学

習
の
ほ
か
、
中
城

村
立
中
城
中
学
校

で
の
生
徒
同
士
の
交
流
、
世
界
最
高
水
準
の

研
究
教
育
を
行
う
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大

学
（O

IST

）
で
の
研
究
発
表
見
学
、
沖
縄
徳

之
島
郷
友
会
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
な
ど
、
充

実
し
た
体
験
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
は
多
く

の
学
び
と
気
づ
き
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
回
の
学
び
が
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

視
野
を
広
げ
、
今
後
の
成
長
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

奄美群島日本復帰記念大島地区駅伝競走大会、徳之島町チームが躍進賞
「
第
66
回
奄
美
群
島
日
本
復
帰
記
念
大
島
地
区
駅
伝

競
走
大
会
」
が
11
月
30
日
、
伊
仙
町
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
奄
美
群
島
各
市
町
村

の
代
表
選
手
が
一
堂
に
会
し
、
力
強
い
走
り
で
タ
ス
キ

を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
今
大
会
に
お
い
て
、徳
之
島
町
チ
ー

ム
は
男
女
と
も
に
参
加
し
、
見
事
躍
進
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
選
手
一
人
ひ
と
り
が
最
後
ま
で
持
て
る
力
を
出

し
切
り
、
粘
り
強
い
走
り
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で

す
。
今
回
の
受
賞
は
、
選
手
や
監
督
・
ス
タ
ッ
フ
の
努

力
は
も
ち
ろ
ん
、
町
民
皆
さ
ま
か
ら
の
励
ま
し
が
大
き

な
支
え
と
な
っ
て
勝
ち
取
っ
た
成
果
で
す
。
ま
た
、
沿

道
か
ら
の
温
か
い
声
援
を
背
に
、
チ
ー
ム
と
し
て
の
結

束
力
と
日
頃
の
練
習
の
成
果
が
随
所
に
表
れ
た
レ
ー
ス

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
徳
之
島
町
チ
ー
ム
の
さ
ら
な

る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
声
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

11
月
26
日
、
町
内
の

小
学
校
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
つ
な
い
だ
「
広
域
交

流
型
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
」を
実
施
し
ま
し
た
。

本
事
業
は
、
内
閣
府
の

戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一
環
と
し
て
、
広
島
大

学
が
２
０
２
３
年
度
か

ら
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。
今
回
は
初
め
て

町
内
の
学
校
の
み
で
実
施
し
、
手
々
・
母
間
・
亀
徳
・

亀
津
・
尾
母
の
小
学
３
年
生
約
80
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
授
業
は
広
島
大
学
教
育
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
研
究

セ
ン
タ
ー
の
草
原
和
博
氏
が
講
師
を
務
め
、「
事

故
や
事
件
か
ら
く
ら
し
を
守
る
〜
徳
之
島
の
警
察

署
の
場
所
は
こ
の
ま
ま
で
よ
い
か
〜
」
を
テ
ー
マ

に
、
徳
之
島
交
番
と
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
い
で

学
習
し
ま
し
た
。
授
業

に
参
加
し
た
児
童
た
ち

は
、
学
校
の
規
模
や
学

級
の
人
数
に
か
か
わ
ら

ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

に
触
れ
、
話
を
聞
き
合

う
こ
と
の
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。

【
総
合
順
位
】　

〔
男
子
〕

１
位
：
和
泊
町

２
位
：
奄
美
市

３
位
：
与
論
町

10
位
：
徳
之
島
町

〔
女
子
〕

１
位
：
奄
美
市

２
位
：
和
泊
町

３
位
：
龍
郷
町

８
位
：
徳
之
島
町
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島
の
人
び
と
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

徳
之
島
に
無
事
上
陸
し
た
文
吉
た
ち

で
す
が
、
ど
こ
の
島
な
の
か
検
討
が
つ

き
ま
せ
ん
。
島
民
の
な
か
に
「
日
本
言

葉
通
ず
る
も
の
」
が
い
て
、
こ
こ
は
ど

こ
で
す
か
と
尋
ね
と
こ
ろ
、「
徳
之
島
」

と
答
え
ま
し
た
。
仕
事
柄
、
文
吉
は
諸

国
を
遍
歴
し
て
い
ま
す
が
、
徳
之
島
が

ど
こ
の
国
の
島
な
の
か
は
わ
か
ら
ず
、

「
領
主
あ
り
や
」
と
再
質
問
し
た
と
こ

ろ
、「
薩
摩
守
」
と
返
っ
て
き
ま
し
た
。

「
日
本
言
葉
通
ず
る
」、
島
役
人
や
そ
の

子
弟
ら
が
対
応
し
た
も
の
で
し
ょ
う
。

文
吉
の
徳
之
島
見
聞

文
吉
た
ち
は
尾
張
へ
戻
る
た
め
順
風

を
２
か
月
待
ち
ま
し
た
。
そ
の
間
、
徳

之
島
の
一
面
を
見
聞
し
て
い
ま
す
。
た

と
え
ば
、「
徳
之
島
に
は
は
ぶ
と
い
う

虫
あ
り
、
そ
の
虫
日
本
の
ま
む
し
の
ご

と
く
に
て
」。
文
吉
た
ち
に
な
じ
み
の

☎
０
９
９
７
―
８
２ 

―
２
９
０
８

問

郷
土
資
料
館

徳
之
島
物
語

「
尾
州
知
多
郡
半
田
村
に
文
吉
と
い

う
舟
持
あ
り
。
渡
世
の
た
め
商
い
物
を

積
み
て
、享
保
十
年
（
※
１
７
２
５
年
）

十
一
月
江
府
へ
下
り
、
そ
の
帰
る
さ
に

難
風
に
遭
い
、
薩
摩
の
外
徳
之
島
へ
漂

泊
」・
・
・

こ
の
よ
う
な
書
き
出
し
で
始
ま
る

「
徳
之
島
物
語
」
と
い
う
漂
流
記
が
あ

り
ま
す
。
現
在
の
愛
知
県
半
田
市
の
文

吉
と
い
う
船
主
が
、
商
売
の
た
め
江
戸

へ
向
か
い
ま
し
た
。
江
戸
で
商
売
を
終

え
、
12
月
17
日
に
江
戸
を
出
発
し
て
帰

路
に
着
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
伊
豆
沖

を
航
行
中
、
突
然
、
悪
風
が
吹
き
、
東

南
方
向
に
流
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き

帆
柱
も
折
れ
、
気
づ
け
ば
島
影
も
み
え

な
い
大
海
の
な
か
を
漂
流
・
・
・
。

絶
対
絶
命
の
状
況
で
す
。
文
吉
た
ち

は
神
仏
に
祈
り
を
捧
げ
、
北
西
の
風
が

吹
け
ば
吉
で
あ
る
と
い
う
「
御み

く
じ籤

」
を

信
じ
、
そ
の
風
が
吹
く
こ
と
を
待
ち
ま

し
た
。
漂
流
か
ら
３
か
月
半
が
過
ぎ
た

３
月
９
日
の
夜
明
け
頃
、「
山
の
か
た

ち
の
ご
と
く
な
る
所
」、
徳
之
島
の
山

が
見
え
た
の
で
す
。

島
の
む
ん
が
た
り

町
誌
編
さ
ん
室
の

尾
張
の
船
主

　
文
吉
が
み
た
徳
之
島

あ
る
マ
ム
シ
と
ハ
ブ
と
を
比
べ
て
い
ま

す
【
図
１
】。
ま
た
、「
女
は
歯
黒
の
代

わ
り
に
、
手
の
裏
表
に
、
い
ろ
い
ろ

黒
赤
の
入
ほ
く
ろ
紋
所
の
よ
う
な
る
も

の
を
付
け
る
よ
し
」
と
も
。「
ハ
ジ
キ
」

等
と
い
わ
れ
た
女
性
た
ち
の
入
れ
墨
で

す
【
図
２
】。

文
吉
は
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
見
聞

を
「
徳
之
島
物
語
」
に
遺
し
ま
し
た
。

18
世
紀
初
め
の
徳
之
島
の
一
面
が
う
か

が
え
る
と
と
も
に
、
漂
流
体
験
が
記
録

さ
れ
た
の
は
、「
漂
流
記
」
が
ヤ
マ
ト

の
人
び
と
の
読
書
の
対
象
で
あ
っ
た
こ

と
も
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

  【
町
誌
編
さ
ん
室 　

竹
原 

祐
樹
】

【図１】ハブの図
（「徳之島事情」）

【図２】手背点の図（「徳之島事情」）

今年度、企業版ふるさと納税として、株式会

社 IBIS 様（東京都千代田区）よりご寄附を頂

き、本町より感謝状を贈呈いたしました。今回

のご寄附は昨年に続き２回目となります。いた

だいたご寄附は、町が実施しているプログラミ

ング事業などの教育分野に活用させていただき

ます。本町へのあたたかいご支援、誠にありが

とうございました。

㈱ IBIS（アイビス）様へ、企業版ふるさと納税感謝状贈呈
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『今日、誰のために生きる？』

ひすい こたろう・SHOGEN/ 著〔一
般書〕

お金のために効率を求め、他人の
目を気にして「いいね」を求め続
けた結果、一番大事な心のゆとり

（幸せを感じる心）を失いかけてい
る現代。しかしアフリカには、ずっ

と幸せであり続ける村があった。しかもその村はかつて
の日本人の感性で生活が営まれていた。その謎 “ 日本人
の秘密 ” が気になる方はぜひ読んでみてください。

図書館かち
行かでー！

～Let's go to the library! ～ 

『黄金と水飴のアパルトマン』

瀬那 和章 / 著〔小説〕

夢を失ったピアニストの梨音は <
アパルトマン黒猫 > の管理人にな
ることに。芸術と真剣に向き合う
住人たちとの交流が、彼女の心を
変えていき…。たったひとつの才
能を信じるアーティストたちの青
春ストーリー。

徳之島町立図書館から、
新着本やイベントなどのお知らせ。

本
を
読
ん
で
、

人
生
を
豊
か
に
。

『古都琴子は好きに生きるので、あ
しからず』

汐見 夏衛 / 著〔小説〕

高 2 の夏。森川涼風のクラスにト
ンデモ転校生・古都琴子がやって
きた。「ザ・我が道を行く」タイプ
の琴子は、言いたいことを好き勝
手言い、勝手に文芸部の部長になっ
たかと思えば、無理やり涼風を巻
き込んで…。

の図書館展示

・ 本の福袋

１月

《１月の返却ポスト回収予定日》

　【阿田野平住宅】 27 日（火）
　【花徳支所】 ８日（木）、20 日（火）

『自閉症の僕が、今も跳びはねる理由』

東田 直樹 / 著〔一般書〕

奇声は止められる ? 人の目の前を
横切るのはどうして ? ひとりでい
る の は な ぜ ? 自 閉 症 者 の 内 面 を
Q&A 方式で綴る。「文字盤ポイン
ティング」によるコミュニケーショ
ン方法も公開する。実物大の文字
盤付き。

☆職員おすすめ本☆　    

徳之島町立図書館　☎ 0997-82-1239

《図書館開館時間》火～金曜日：午前 10 時～午後７時
　　　 土・日・祝日：午前９時 30 分～午後５時

お知らせ

○おはなしの時間

　3 歳～　1/ 10（土）、1/ 24（土）午後 2 時 30 分～

○イベント

　　島口ことわざかるた大会

　　日時：1/11（日）午後２時 30 分～

　　場所 ： 生涯学習センター 2 階　ホール

　※われんきゃポイン

ト、 高 齢 者 元 気

アップポイント対象

イベントです。

『みえないおしごと』

とくなが けい / さく・え〔絵本〕

信号機、蛇口、腕時計…。身近で
見慣れたあれこれが、中をのぞい
てびっくり ! 今日もお仕事をがん
ばっている人がいて…。ページを
めくる楽しみと新たな視点を与え
てくれる絵本。仕事人たちの日常
を描いた 4 コママンガ付き。
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徳之島町保健センター　☎ 0997-83-3121

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

母
子
手
帳
交
付
・
歯
科
相
談

【
日
に
ち
】
１
月
19
日
（
月
）

【
時　

間
】
10
時
～
12
時

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
前
の
週
の
金
曜
日
ま
で
に
電
話

　

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

＊
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】
14
時
～
14
時
30
分

【
対
象
者
】

妊
婦
さ
ん
、
幼
児
、
一
般
の
方
、

３
ヶ
月
以
上
歯
科
健
診
・
フ
ッ
化
物

塗
布
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

【
受
付
時
間
】
13
時
30
分
～

【
日
に
ち
】
１
月
15
日
（
木
）

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
歯
科
相
談

○
母
子
手
帳
交
付

※
37
・
５
度
以
上
の
発
熱
、
風
邪
症
状
が　

あ
る
な
ど
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
方
は
来
所

を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

～
赤
ち
ゃ
ん
の
『
栄
養
』
と
『
歯
育
て
』
は

　　

妊
娠
期
か
ら
～

・
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
栄
養
と
食
事

・
マ
マ
の
お
口
の
ケ
ア
と
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
育
て

（
簡
単
な
調
理
体
験
や
試
食
も
予
定
し
て
い
ま
す
）

歯
の
健
康
標
語
表
彰

毎
年
６
月
の
「
歯
と
口
の
健

康
週
間
」
に
、
町
内
の
小
中
学

生
よ
り
歯
の
健
康
標
語
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
67
作
品
の
中
か
ら
、

母
間
小
学
校
５
年
生
の
泰
山 

萌

衣
さ
ん
の
標
語
が
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
11
月
22
日
に

開
催
さ
れ
た
「
食
と
農
林
漁
業

の
祭
典
」
で
は
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
賞
状
と
ポ
ス
タ
ー
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

は
み
が
き
と

  

歯
間
ブ
ラ
シ
の

　
　
　

 

二
刀
流

令
和
７
年
度 

歯
の
健
康
標
語
最
優
秀
賞

　

母
間
小
学
校
５
年

　

泰
山 

萌
衣 

すでに病院等で済まされた方や都合により受診できない方、受診券をなくした方など、ご不
明な点は保健センターへお問い合わせください。

●対象者＝ 40 歳～ 74 歳の国保加入者で、令和７年５月・７月の集団健診を受けていない方
　　　　※社保に切り替えた等、受診時点で国保喪失（または喪失予定）の方は受診できません。

●料金＝自己負担 500 円（※必ずマイナ保険証もしくは資格確認書・受診券をご持参ください。）

●実施期間＝令和８年３月 31 日（火）まで
　　　　　　※期間を過ぎると受診できません。また、医療機関により実施期間は異なります。

●医療機関（※完全予約制）
　宮上病院、徳之島診療所、いなだ整形内科クリニック、徳之島徳洲会病院、伊仙クリニック、
　あまぎユイの里医療センター

～国保加入者限定～ 特定健診 （個別健診） のご案内

食
生
活
改
善
推
進
員

養
成
講
座
閉
講
式

11
月
28
日
、
食
生
活
改
善
推
進

員
養
成
講
座
の
閉
講
式
が
行
わ
れ
、

今
年
度
は
５
名
の
方
が
養
成
講
座

を
修
了
し
ま
し
た
。
令
和
８
年
度

か
ら
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て

の
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。

「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の

手
で
」
が
活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
食

生
活
改
善
推
進
員
（
ヘ
ル
ス
メ
イ

ト
）
は
、
食
生
活
だ
け
で
な
く
健

康
に
つ
い
て
も
学
び
、
健
康
づ
く

り
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
地

域
で
の
精
力
的
な
健
康
づ
く
り
活

動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

未受診の方は受診を !!
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◇
11
月
届
出
分
の
う
ち
、
広
報
紙
に

　掲
載
可
の
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 

氏
　
名 

年
齢 

 

住
　
所

伊
村
ト
ヨ
子
　
97
　
亀
　
津

松
　
　
久
ヱ
　
97
　
下
久
志

福
　
　
憲
司
　
74
　
諸
　
田

児
島
　
純
一
　
74
　
亀
　
津

冨
岡
　
末
喜
　
80
　
亀
　
津

福
田
美
代
子
　
83
　
亀
　
津

◆
謹
ん
で
ご
冥
福
を

 

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

◆
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

出
生
児
　
　
保
護
者
　
住
　
所

政
　
　

の

　

え

乃
咲
（
大
　
貴

花
　
音
） 

亀
　
津

迫
田
　

お

う

き

凰
希
（
光
　
介

夏
　
海
） 

　
山
　

盛
　
　

く

う

が

琥
雅
（
聡
　
志

も
も
か
） 

亀
　
津

叶
　
　

ふ
く
す
い

福
翠
（
麟
太
郎

舞
妃
菜
） 

亀
　
津

張
本
　

り

ぜ

ん

凌
禅
（
高
　
央

愛
　
美
） 

亀
　
徳

富
𠮷𠮷
　

は

　

る

晴
琉
（
　
海
　

奈
々
帆
） 

亀
　
津

佐
藤
　

と

も

き

智
紀
（
亮
　
一

ま
ど
か
） 

亀
　
津

友
良
　

こ

　

あ

瑚
彩
（
大
　
志

百
衣
奈
） 

亀
　
徳

徳之島町の現勢

面積 104.92 ㎞2

人口 　9,211 人

 男 4,532 人

 女 4,679 人

世帯数 4,446 戸

　

（+６）

（+６）

（±0）

（+２）

（括弧内は先月との比較）

令和７年 12月１日現在

戸
籍
の
窓

※令和 2年国勢調査に基づく推計

　人口です。

吉
田
　
友
樹
＝
　
母
間

雪
村
　
舞
　
＝
　
亀
津

新春

若い頃から、バレーボールや相撲などのスポーツに
親しみ、体を鍛えてきた忠信さん。現在も、日課となってい
る一日三度の体操や散歩を欠かしません。庭の手入れや魚釣
りをしながら、毎日いきいきと体を動かしています。趣味は
囲碁で、テレビで囲碁の番組を見ながら勉強を続けています。
健康の秘訣を聞いてみると、「体を動かすこと」、「規則正しく
食事をとること」、「好きな音楽を楽しむこと」、そして「学び
続けること」だと教えてくれました。これからも、心も体も
元気いっぱいにお過ごしください。

わっきゃまちの

きまいたりっちゅ !
きまいたりっちゅ !

及川 忠信 さん
尾母（96 歳）

有
料
広
告

健康増進課　☎ 0997-82-1116問

この度、私たち亀徳小バレーボールスポーツ少年団は、2025 年

11 月 16 日に行われました「西日本選抜小学生新人バレーボール地

区予選大会（女子の部）」において優勝し、令和８年３月に京都で

開催される西日本大会への出場が決定いたしました。しかし、徳之

島から京都までの遠征には、航空運賃・宿泊費をはじめ、多くの費

用が必要となります。指導者をはじめ育成会一同、子ども達のこの

大きな「挑戦」を全力で応援したいと考えておりますが、自己負担

だけでは厳しいのが実情です。つきましては、誠に恐縮ではござい

ますが、遠征費支援のため、皆様の温かいご支援・ご協力賜ります

ようお願い申し上げます。子ども達の「挑戦」を、どうか応援して

いただけますと幸いです。

〜ファイテンカップ西日本大会出場に伴う寄付金のお願い〜

あまみ農業協同組合 徳之島支所　普通 0028652

カメトクショウバレーブカントクフクダヒロフミ

【
振
込
先
】

【お問合せ】育成会長 池田 大樹　☎ 090-1776-1397


